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要 　 旨

　物理学者が超 自然現象 と どの ように関わ って きたかを19世 紀末か ら20世 紀 の初頭 にかけての英

国を舞台に考察す る。 この時代 は古典物 理学 的世界像 の完成 と新 しい物理学 の誕生 との中間あた

り、知識階級で心霊術 な どの超 自然 現象に関す る興味が深か った。交霊会 な どが流 行 した時期で

あ り、 こ うした現象 を科学特 に物理学 を用いて説明 しよ うとす る試みが行われ た。 この論文 では

超 自然現象を四次元空 間の存在 の証 拠 と考えた ツェル ナー、心霊現 象を物理学 の実験 で証明 しよ

うと した クル ックス、透視術 に よって原子が見え ると信 じた アス トンを例 として取 り上 げ る。科

学 と超 自然現象 との境界 は科学 の進 歩に よって時代 とともに変化 している。上 の ような例を通 し

て過去の物理学者 と超 自然現 象の関係を調べ ることに よ り、現在 の科学 と超 自然 現象の境界や科

学の限界につい て議論す る。

キ-ワ-ド:物 理学者、超 自然現象、英国、19世 紀

1　 はじめに

　これまでの常識では理解できないような新 しい自然現象を体験 したときにはどうすればよい

か?物 理学者に尋ねてみるのが一番だろう。物理学は自然の原理を理解する学問であ り、これ

まで多 くのこうした未知の現象を解明してきた。その当時での自然科学では説明できない現象

を超自然現象とするなら、例えば電気や磁気は、長い間超自然現象と考えられてきた。 しか し

これらの現象は物理学の進歩とともに自然科学の一部となっていった。

　ある現象を超自然現象とい うとき、実際にはまだ十分に、解明されていない現象以外に本当

に自然に生 じているかどうかが不明な現象がある。前者の場合にはいずれ科学の進歩に伴って

自然現象の一部として組み込まれて行 くものである。一方、心霊術、テレパシー、透視術等は

実際に存在するかどうかは明らかではない。ここではこのような超自然現象に物理学者がどの

ように関わってきたかを、19世 紀の後半から20世紀の初頭に限定 して調べてみよう。

　現在では普通の科学者はいわゆる超自然現象に正面から取 り組むことはほとんどなく、む し

ろそれを否定する立場にたっていることが多い[1-3]。 しか し約100年 以前には心霊現象など
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の超自然現象は特にアメリカやヨーロッパにおいて一種のブームとなっていた。多 くの霊媒が

活躍 し、彼らの開催する交霊会には有名な物理学者も出席 している。これは19世 紀の前半にお

ける自然科学の急速な進歩により、古典的世界像が確立 したことに関係 している。力学すなわ

ち天体や地上の物体の運動に関 しては、既に17世 紀末にニュー トンの『プリンキ ピア』が出版

されて以来よく知られていた。

　その他の分野、例えば電気と磁気についての知識は1800年 にイタリアのアレッサン ドロ・ボ

ルタが電池を発明したことにより、19世 紀になって急激に増えていった。1820年 にハンス ・エ

ルステッドが電流が流れると磁気が発生することを発見 し、1820年 代後半には電磁石の発明、

1831年にマイケル ・ファラデーが電磁誘導の現象を観測 して、電気と磁気とが互いに深い関係

にあることを示 した。ジェームス ・クラーク・マックスウエルは1869年 に電場と磁場の関係を

四つの方程式で統一的に表すことに成功 した。このマックスウエルの方程式により、時間とと

もに変化する電場と磁場は電磁波とい う波を放出することが予想された。実際に1888年 に、ハ

イ ンリッヒ・ヘルツが電気振動による電磁波の発生を観測 した。その結果 グリエルモ ・マル

コー二は1899年 に英仏海峡を越えて、1901年 にはヨーロッパと米国間の無線通信に成功 してい

る。

　一方、光学の分野でも19世紀の前半に大きな進歩があった。光はギリシャ、 ローマの昔から

多 くの人の興味の対象であったが、その性質を詳 しく研究 したのはアイザ ック・ニュー トンで

ある。彼は『 プリンキ ピア』で重力と運動に関する問題を解決 した後、1704年 に『光学』を出

版 した。そこでは光の本質は微小な粒子であると考えられていた。一方、オランダのクリステ

ィアン ・ホイヘンスは、光は水の波のように空間を伝わってゆ くとい う波動説を提唱 した。 し

か しニュー トンの権威は大きく、18世 紀末までは光の粒子説が優勢であった。19世 紀の初頭、

英国の医師 トマス ・ヤングが光の干渉効果を観測 して、光が波動であることを検証 した。最初

はニュー トンの支持者からの反発が強かったが、フランスのオーギュスタン ・フレネルによる

偏光現象の説明などによって光の波動説が徐々に受け入れられていった。1860年 代になって光

の本質に関 して大きな発展があった。マックスウエルが光は電磁波の一種であることを示 した

のである。

　こうして19世 紀の中ごろには、重力、電気、磁気、光、熱等の本性が解明され、自然現象は

物体についてのニュー トンの運動方程式と電磁場に関するマックスウエル方程式で記述できる

とい う古典的世界観が完成 したのであった。多 くの人々が人類はついに自然を理解 したと考え

たのである。これは理性と科学の大きな勝利であると言える。 しか し依然として当時の自然科

学ではまだ説明できない現象が残っていた。そのような超自然現象で最も人々の興味を集めた

のが人間の精神に関わる心霊現象であった。

　もう一つの原因としてキ リス ト教社会の衰退もある。これまで人々の思想と行動の規範とな
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って い た キ リス ト教 と教 会 は19世 紀 に な る とそ の権 威 を 失 い 、 一 部 の人 た ちは キ リス トへ の信

仰 を 喪 失 し神 の存 在 を 否 定 す る まで に 至 った 。 こ う して 宗 教 の基 盤 が 不 安 定 に な り、 精 神 世 界

で の不 安 が 強 ま って 行 くのに つ れ て 、 これ まで 宗 教 が は っ き りとは 取 り扱 って い なか った 心 霊

現 象 の よ うな超 自然 現 象 に 興 味 を 持 つ 人 が 増 え て い った 。 これ は 上 に 述 べ た よ うな科 学 万 能 主

義 あ るい は 唯 物 主 義 へ の抵 抗 とい う一 面 もあ った ので あ る。

　 こ う して19世 紀 半 ば に 心 霊 現 象 に 対 す る関 心 が 大 西 洋 の両 側 、 主 と して 米 国 と英 国 で 盛 ん に

な った 。 い わ ゆ る心 霊 現 象 は 古 くか ら存 在 して い た が 、19世 紀 に お け る ブ ー ム の き っか け と な

った のは 米 国 の フ ォ ッ クス姉 妹 だ った 。1848年 ニ ュー ヨ ー ク州 ハイ ズ ビル の フ ォ ッ クス家 で は

家 具 が 動 い た り、 家 具 や 壁 な どを 叩 く騒 音 が 起 こ って い た 。 フ ォ ッ クス家 の十 代 の姉 妹 、 マ ー

ガ レ ッ トと ケイ ト、 は 机 な どを 叩 く音(ラ ッ ピン グ)を 通 して 騒 音 の原 因 と な った 霊 と交 信 し

た 。 彼 女 た ちは 霊 界 と の交 信 に よ って 一 躍 人 気 者 と な り、 心 霊 現 象 は 全 国 的 な ブ ー ム と な った 。

彼 女 た ち の他 に も多 くの霊 媒 が 活 躍 し始 め た 。 こ の ブ ー ムは 大 西 洋 を 越 え て 英 国 に 飛 び 火 し、

米 国 の霊 媒 た ちは 海 を 渡 って ヴ ィ ク トリア朝 の英 国 で も心 霊 現 象 の公 開 実 演 を 行 った 。 こ の よ

うな霊 媒 の中 に 最 も有 名 な のが ダ ニエ ル ・ダ ン グ ラ ス ・ホ ー ム(Daniel　 Dunglas　 Home)で あ

る。 彼 は1855年 に 初 め て ロン ドンを 訪 問 し、1859年 の再 訪 で は 熱 狂 的 な歓 迎 を 受 け て い る。

　 こ の よ うに して 心 霊 主 義 は 英 国 で も大 流 行 と な り、 多 くの霊 媒 に よ って 交 霊 会 とい う研 究 会

が 詩 人 、 作 家 、 科 学 者 、 政 治 家 な ど の名 士 の 出席 の も とに 開 催 され た 。 また1875年 に は 心 霊 現

象 を 研 究 す るた め の英 国 心 理 学 協 会(Psychological　 Society　 of　Great　 Britain)、1882年 に は

心 霊 研 究 協 会(Society　 for　Psychical　 Research,　 SPR)、1884年 に ロ ン ドン心 霊 協 会(London

Spiritualist　Alliance,　 LSA)が 設 立 され た 。 交 霊 会 で は テ ー ブル な ど物 体 の空 中 浮 揚 、 死 者 や

霊 と の交 信 、 霊 の物 質 化(実 体 化)な どが 行 わ れ た 。 こ う した 会 合 に 出席 した 人 々が 全 て 心 霊

現 象 を 信 じて い た わ け で は ない 。 当 時 心 霊 主 義 は 一 種 の フ ァ ッシ ョンで あ り、 好 奇 心 の対 象 で

あ った ので あ る。 こ の時 期 の英 国 に お け る心 霊 主 義 の状 況 に つ い て は 、 ジ ャ ネ ッ ト ・オ ッペ ン

ハイ ム の 『英 国 心 霊 主 義 の拾 頭 』[4]に 詳 し く述 べ られ て い る。

　 一 般 に 物 理 学 者 が こ う した 超 自然 現 象 が 存 在 す る こ とを 説 明 しよ うとす る と きに は 、 二 つ の

立 場 が 考 え られ る。 私 た ち の住 ん で い る空 間 の中 に 存 在 して は い るが 実 体 を 把 握 で き ない(目

に は 見 え ない)も ので あ るか 、 私 た ち の空 間 の外 側 に あ るか で あ る。 最 初 の場 合 に 霊 の存 在 は 、

そ れ が 出現 した と き の電 場 や 磁 場 、 また は 何 らか の放 射 線 の存 在 あ るい は そ れ ら の変 化 に よ っ

て 観 測 で き るは ず で あ る。 一 方 、 後 者 で は 霊 は 四 次 元 また は そ れ 以 上 の次 元 の空 間 か らや って

くる と考 え られ 、 そ う した 空 間 の存 在 を 証 明 し、 私 た ち の空 間 と の関 係 を 明 らか に す る必 要 が

あ る。 こ の論 文 で は 、 当 時 の一 部 の物 理 学 者 と こ の よ うな心 霊 現 象 と の関 係 を 、 三 つ の例 を 通

して 考 え て み る。
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2　 ツ ェルナ ーと四次元

　 神 秘 主 義 ブ ー ム に乗 っ て 米 国 か ら ロ ン ドンに や って き た 霊 媒 の一 人 に ヘ ン リー ・ス レー ド

(Henry　 Slade)と い う男 が い た。 彼 が最 も得 意 と して い た のが 心 霊 筆 記 と呼 ばれ る現 象 で あ

る。 これ は 彼 を 通 して 呼 び 出 され た 霊 が 石 版 の上 に 自動 的 に メ ッセ ー ジを 描 くとい うも ので あ

る。 既 に ニ ュー ヨ ー クで の交 霊 会 で 、 ス レー ドは 机 の下 で 手 を 動 か して い た とい う疑 い が 持 た

れ て い た 。 しか し1876年 夏 に 、 ロン ドンに 到 着 して 、 心 霊 術 者 と して 開 業 した 。

　 彼 の技 術 水 準 は 高 く、 ロン ドンで 多 くの心 霊 主 義 者 に 支 持 され て 、 彼 の 出席 す る交 霊 会 は い

ず れ も盛 況 で あ った とい う。 しか し交 霊 会 に 出席 した 動 物 学 の教 授 と医 者 の二 人 が ス レー ドの

手 首 の奇 妙 な動 きに 気 付 き、 彼 の トリ ッ クを 暴 い た 記 事 をrタ イ ム ス』 の1876年9月16日 号 に

発 表 した 。 ス レー ドは 「あ る精 妙 な装 置 機 械 を 用 い 、 女 王 陛 下 の臣 民 に 対 して 詐 欺 を お こ な っ

た 」 と して告 発 され る こ とに な る。

　 ス レー ドの裁 判 は1876年10月 に 開 催 され た が 、 弁 護 士 で 英 国 心 理 学 会 の設 立 者 エ ドワー ド ・

ウィ リア ム ・コ ッ クス(Edward　 William　 Cox)、 陰 極 線 管 の発 明者 で あ る物 理学 者 の ウ ィ リア

ム ・クル ッ クス卿(Sir　 William　 Crookes)、 進 化 論 で 有 名 な博 物 学 者 アル フ レ ッ ド ・ラ ッセル ・

ウ ォ レス(Alfred　 Russel　 Wallace)、 法 律 学 者 で 心 理学 協 会 の会 員 そ して後 にSPRの 会 員 と な

るチ ャー ル ズ ・カ ール トン ・マ ッセ イ(Chales　 Carlton　 Massey)た ちが ス レー ドを弁 護 した 。

ス レー ドは 懲 役 三 ヶ月 の有 罪 判 決 を 宣 告 され た が 、 法 手 続 き の不 備 のた め に 服 役 を 免 れ 、 英 国

か ら逃 げ 出 した 。 しか し彼 の信 奉 者 た ちは 依 然 と して ス レー ドの霊 的 能 力 を 信 じて い た 。

　 ス レー ドの支 持 者 の一 人 に 、 ライ プチ ッ ヒ大 学 の天 文 ・物 理 学 の教 授 で あ った ヨ ハ ン ・カ ー

ル ・フ リー ドリ ッ ヒ ・ツ ェル ナ ー(Johann　 Karl　Friedlich　Zo11ner　 l834-1882)が い る。 彼 は

ベ ル リンで 生 まれ 、 ベ ル リン とバ ー ゼ ル で 教 育 を受 け た 後 、1855年 に ベ ル リン大 学 に 入 学 、

1866年 に ライ プチ ッ ヒ大 学 の教 授 に 任 命 され た 。 ツ ェル ナ ーは 天 文 学 と物 理 学 の分 野 で 多 くの

輝 か しい 業 績 を挙 げ て い る 。1860年 代 に ツ ェル ナ ー測 光 器 と呼 ば れ て い る 天 体 測 光 器(pho-

tometer)を 発 明 した 。 これ は 星 か らの光 の 強 度 を 測 定 す る もの で 、 惑 星 表 面 で の光 の反 射 率

を 測 定 す る天 体 測 光 学(photometry)と い う新 しい 研 究 分 野 を 開 拓 した 。1874年 に水 星 で の

光 の反 射 率 が 低 い こ とか ら こ の惑 星 に は 大 気 が ない こ とを 指 摘 して い る。 こ の結 果 は 火 星 人 の

存 在 を 主 張 して い る人 々へ の 大 き な打 撃 とな った。 また1872年 に は 、 ウ ィ リア ム ・トム ソ ン

(William　 Thomson)す なわ ち後 の ケ ル ヴ ィ ン卿(Lord　 Kelvin)が 提 案 した生 命 の 宇 宙 起 源

仮 説(Lithopanspermia)を 論 破 して い る。 こ の よ うに ス レー ド事 件 の ころ の ツ ェル ナ ーは 、

第 一 線 で 活 躍 して い る当 時 の ヨ ー ロ ッパ に お け る一 流 の科 学 者 で あ った 。

　 ツ ェル ナ ーが 心 霊 術 に 強 い 関 心 を 持 つ よ うに な った のは 、1875年 ロン ドンを 訪 問 した 際 に ク

ル ッ クス と会 った こ とに よ る も の と言 わ れ て い る。 クル ッ クスは 当 時 の世 界 で 最 も有 名 な科 学
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者の一人であった。彼については後で詳 しく述べる。ツェルナーはスレー ドをライプチ ッヒに

招待 し、1877年12月17日 に彼自身と友人であるゲッチン・ゲン大学の物理学者ヴィルヘルム ・ウ

ェーバー(Wilhelm　 Weber)、 ライプチ ッヒ大学数学教授 ウィルヘルム ・シャイブナー(Wil-

helm　Scheibner)た ちの立会いの下に実験を行った。その結果ツェルナーはスレー ドが本物の

心霊術者であると信 じ、彼を擁護する論文[5]を 公表 した。「四次元空間に関 して」とい う題

名のこの論文はツェルナーの著書『超越的物理学』[6]の 第一章として転載されている。

　『超越的物理学』は クル ックスに捧げられているが、その献辞の中でツェルナーは 「これま

でとは別の物質と精神世界の存在」は 「もはや疑問の余地がないほど確かな現象である」と述

べている。また クル ックスと彼自身の関係を 「通 り過ぎる嵐と雲が 目指 している山頂を蓋って

いるときに、二人の孤独なさす らい人が高い山で出会 って互いに楽 しげに挨拶を交わ している」

と表現 している 。この本は英語に翻訳されて ロン ドンで出版された。翻訳者は上で述べたマ

ッセイであるが、彼は18ペ ージにわたる訳者の序文でスレー ドの弁護を している。

　この本の中でツェルナーは私たちの知覚は二次元的であ り、三次元世界は知性すなわち人間

にアプリオリに備わっている因果律によってはじめて理解できると述べている 。彼は 「我々

の自然に対する認識はある仮説から出発 して、経験された現象がそれで説明できないときには

その仮説を修正 しなければならない。このことを繰 り返すことによって予期せぬ出来事が説明

され、自然に対する我々の認識が進歩する」とい うリーマンの 『幾何学の基礎をなす仮説につ

いて』からの一節を引用 している。

　ツェルナーはまた一本の紐の例を示 している。平面の上に置かれた細い一本の紐の中央部を

重ねて輪を作る。これを平面上(二 次元空間)で 元の直線状に伸ばすためには紐の一端を平面

上で360。 回転 してやる必要がある。 しか し三次元空間にいる私たちに とっては同じことがも

っと簡単にできる。すなわち紐の一部を三次元空間で折 り返 してから引き伸ば してやればよい。

これと同様にもし四次元空間で物体を動かすことができれば、三次元で結ばれた紐の結び 目は

簡単にほどけるはずである。ガウスとカン トが発見 したように 「私たちに習慣的に慣れ親 しん

でいる空間の認識は経験か ら得 られたものである」ので、「四次元の空間が実在す ることは、

経験すなわち事実の観察によってのみ定めることができる」。 したがって 「四次元の存在が可

能であるような物理現象がある条件下で実際の物質中で 目に見えるような効果を生 じることが

できたならば」、四次元の実在が認識 されたことになる 。

　このような考えに基づいて行われたのが、上で述べたスレー ドによる1877年12月17日 のライ

プチ ッヒにおける実験である。これに関 してはラッカーの四次元に関する本でも議論されてい

る[7]。 一本の紐の両端を結び合わせて封蝋で封印したものが用いられた。その前夜スレー ド

が知らない間に、ツェルナーは自宅で友人たちと一緒にこのような紐を四本準備 した。翌 日の

午前ll時 にツェルナーはこれらの紐のうちの一本を選び、実験が行われた。紐は封蝋が見える
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ように机の上に置き、ツェルナーがそのす ぐ下の部分を2本 の親指で押さえていた。スレー ド

の左手ともう一人の出席者の手がツェルナーの手を押さえてお り、紐の残 りの部分は机の下に

垂れている。この状態でスレー ドは紐の下の部分に四つの結び 目を作ることに成功 した 。こ

の間ツェルナーの指はすっと封蝋を押さえてお り、スレー ドの手は常に 目に見えるところにあ

ったとい う。

　翌年スレー ドが再びライプチ ッヒを訪問 した際にも同様な実験が繰 り返された。1878年5月

8日 スレー ドは封蝋で封印して輪状になった二本の革紐を互いに結び合わせるのに成功 してい

る 。二本の革紐は実験中は机の上にあ り、ツェルナーの両手で覆われていた。スレー ドはツ

ェルナーの左側に座っていて、彼の右手がツェルナーの手に軽 く触れている。スレー ドの手が

20～30cmほ ど離れたとき、ツェルナーは彼の手の下で革紐が動 くのを感 じた という。テーブ

ルを叩 く音が3回 し、ツェルナーが手を取 り除 くと革紐は一つに結び付いていた。

　これらの実験には上に述べたように物理学者や数学者であるツェルナーの同僚や友人たちが

立会い、観察結果を確認 している。ツェルナーはこの現象を四次元空間における運動によるも

のであると解釈 し、四次元空間の存在が実証されたものと考えた。彼はさらにより明確に四次

元空間の実在を示すために、二つの木の輪を壊すことなく互いに連結することや左向きと右向

きのカタツムリの殻のように特定の方向を持っている自然の物体を四次元での回転によりその

向きを逆転することなど四つの実験を提案 している 。ツェルナーは以上の結果よりスレー ド

の正 しさが証明されたとし、心霊筆記などの心霊現象も四次元空間での運動によって説明でき

ると述べている。

　こうしたツェルナーの実験はほとんどの科学者たちからは信用されなかった。ツェルナーは

真面 目で信用のおける科学者だったが、あまりにも人を疑 うことを知らない騙されやすい人で

あったようである。彼の同僚 ・友人の科学者たちもそ うであったと考えられる。スレー ドがな

んらかの トリックを使ったことは明らかであ り、彼のようなプロの心霊術師にとってツェル

ナーたちを騙すことは簡単であっただろう 。またスレー ドはツェルナーが提案 した四次元の

存在を示す新 しい実験をいずれも行 うことができなかった。

3　 クルックスと心霊主義

　 ヴ ィ ク トリア朝 の英 国 で は 交 霊 術 が 流 行 して い た が 、 多 くの物 理 学 者 は 心 霊 主 義 に 対 して 批

判 的 で あ った 。当 時 の著 名 な物 理 学 者 で あ る ジ ョン ・テ ィ ン ダル(John　 Tyndall)、 マイ ケル ・

フ ァラ デ ー(Michael　 Farady)、 ケ ル ヴ ィ ン卿 た ち は 心 霊 現 象 を 科 学 の原 理 に反 す る も の と し

て 激 し く攻 撃 した 。 一 方 、 後 に ノ ーベ ル 賞 を 受 賞 す る こ とに な る ジ ョン ・ウ ィ リア ム ・ス トラ

ッ ト ・レイ リー(John　 William　 Strutt　Rayleigh)やJJ.ト ム ソン(Joseph　 John　Thomson)は
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心 霊 現 象 に 関 心 を 持 って い た が 、 そ れ を 科 学 的 な研 究 の対 象 と して 取 り上 げ る こ とは しなか っ

た 。 これ に 対 して 心 霊 主 義 に 積 極 的 に 関 わ り、 心 霊 現 象 を 実 験 的 に 証 明 しよ うと試 み た のが ウ

ィ リア ム ・クル ッ クス卿 と オ リバ ー ・ロ ッジ(Oliver　 Lodge)で あ る。 当 時 の物 理 学 者 と心 霊

現 象 との 関 係 に つ い て は オ ッペ ンハ イ ムの 『英 国 心 霊 主 義 の拾 頭 』 に 詳 しい記 述 が あ る 。

こ こで は クル ッ クス の場 合 に つ い て 考 え て み よ う[4,8-10]。

　 ウィ リア ム ・クル ッ クス(1832-1919)は 当 時 の科 学 者 と して は 少 し変 わ った 経 歴 の持 ち主

で あ る。 ロン ドン の裕 福 な仕 立 屋 の長 男 と して 生 まれ た 彼 は 、 大 学 に は 進 まず に 王 立 化 学 学 校

を 卒 業 した 。 卓 越 した 実 験 技 術 に よ り当 時 の指 導 的 な科 学 者 で あ った マイ ケル ・フ ァラ デ ーに

注 目され た 。 フ ァラ デ ーは 彼 に 、 現 代 で い うと こ ろ の 「物 理 化 学 」 とい う分 野 に 進 む こ とを 薦

め て い る 。 オ ッ クス フ ォ ー ドで 気 象 科 学 研 究 所 に 勤 務 した 後 、1858年 に ロ ン ドンに 戻 って

「Chemical　 News」 な どい くつ か の 科 学 雑 誌 の 編 集 者 を つ とめ る と と もに 、 自宅 に 分 析 化 学 の

実 験 室 を 設 け た 。

　 クル ッ クスは 物 理 学 と化 学 の両 分 野 で 実 験 家 と して 非 常 に 優 れ た 腕 を 有 して い た が 、 数 学 的

な訓 練 が 不 足 して い た と言 わ れ て い る。1861年 に 放 射 性 物 質 の スペ ク トル 分 析 に よ りタ リウ ム

元 素 を 発 見 し、 そ の原 子 量 を 測 定 した 。 当 時 の最 高 の分 析 化 学 者 と して 尊 敬 され 、 多 くの未 知

の試 料 の分 析 を 依 頼 され て い る。 また 物 理 学 者 と して は 陰 極 線 の研 究 を 行 い 、 クル ッ クス管 と

呼 ば れ て い る放 電 管 を 発 明 した 。 これ は 微 量 の気 体 を 封 入 した 管 の電 極 の間 で 放 電 を 起 こ させ

る も ので 、 後 に レン トゲ ンに よ るX線 の発 見 、J.J.ト ム ソンに よ る電 子 の発 見 に 用 い られ た 陰

極 線 管 の 前 身 とな る もの で あ った。 実 際 に クル ッ クス 自身 は あ と一 歩 でX線 や 電 子 を発 見 す

る と こ ろ で あ った 。 そ の他 に も放 射 線 を 計 測 す る ス ピ ンサ リス コ ー プ(spinthariscope)や 放

射 線 の与 え る 力 を 示 す 放 射 計(radiometer)な ど も発 明 して い る。1863年 に 王 立 協 会(Royal

Society)の フ ェ ロー とな り、1913-1915年 の間 は英 国 科 学 界 の最 高 峰 と もい うべ き王 立 協 会

の会 長 を 務 め て い る。 また1897年 に は ナイ トの爵 位 を 授 与 され て い る。 一 方 、 長 年 に わ た って

心 霊 研 究 協 会(SPR)の 会 員 で あ り、1896年 か ら1899年 ま でそ の会 長 職 に あ った 。

　 クル ッ クスは 多 くの霊 媒 た ち と実 験 を 行 った が 、 最 も有 名 な のはD.D.ホ ー ム と フ ロー レン

ス ・エ リザ ・ク ッ ク(Florence　 Eliza　Cook)と の実 験 で あ ろ う。 ホ ー ムは1833年 ス コ ッ トラ ン

ドのエ デ ィンバ ラ近 郊 で 生 まれ 、 米 国 に 移 住 した 。 子 供 の頃 か ら心 霊 術 の才 能 に 恵 まれ 、1855

年 か らは 英 国 を 中 心 に 活 躍 して い た 。 彼 の レパ ー トリーは 広 範 囲 に わ た り、 交 霊 会 で は 空 中 浮

遊 、 身 体 伸 張 、 霊 の手 の 出現 、 燃 え る石炭 を 素 手 で つ か む 、 暗 闇 で 磁 石 を 見 つ け る、 ア コ ー デ

オ ン の 自動 演 奏 な どが 行 わ れ た 。1869年 に クル ッ クスは 友 人 の紹 介 で ホ ー ム と会 って 友 人 と な

った 。 彼 ら の交 友 関 係 は 長 い 間 続 い た とい う。

　 ホ ー ムは19世 紀 で 最 も優 れ た 霊 媒 で あ った 。 彼 は 他 の霊 媒 とは 異 な って 明 るい 場 所 で も心 霊

術 を 演 じる こ とが で きた 。 また ホ ー ムは クル ッ クス の求 め る如 何 な る条 件 の下 で も実 験 に 応 じ
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たとい う。これに対 して例えばスレー ドは クル ックスの提案 した実験条件での実演を拒否 して

いる。 しか しホームが言葉巧みに クル ックスを誘導 して、結局は自分の望む実験条件を認めさ

せていた可能性もある。

　 クル ックスがホームと行った実験の一つに、バネ秤や他の実験器具を利用 した心霊現象の際

に働 く力の測定がある。マガポニー材の板の一端をネジで机の上に固定 し、他の端をバネ秤で

支える。秤は板にかかった重さを表示するように調節 してある。ホームが指先を板の上に置い

たときに示 した 目盛 りは クル ックスが全体重を加えたときの3倍 にもなった。 クル ックスはこ

うしたホームによって生 じた種々な超 自然現象を記録 して、「未知の方法で人体 と結びついた

新 しい力の存在」を発見 したと信 じた。彼はこの力を 「サイキ ック・フォース」と呼んでいる。

こうした結果をまとめた論文を学会誌に発表 しようとしたが、王立協会によって拒否された。

結局 クル ックスの心霊現象の研究は彼自身が編集 している 「Quarterly　Journal　of　Science」誌で

公表されている。

　ホームは1870年 代の始めに引退 したが、それまでの間一度として トリックを見破られたこと

がなかったとい う。 クル ックスはホームと個人的に親 しい関係にあ り、全面的に信用 していた

ようである。ホームの技術とクル ックスの信頼に基づいた実験の結果、 クル ックスはホームの

能力を証明したと発表 した。 しか しクル ックスの論文には具体的なデーターが不足 していた り、

記述にあいまいな点があることが指摘されている。彼が自分の実験を十分に管理下においてい

たかどうかは疑問視されている。実際に他の科学者の指摘を受け入れて実験条件を改良した り、

追加実験を行っている場合もあるが、反対者を十分に納得させるものではなかった。

　ホームが引退 した後は、 クル ックスは主としてフローレンス ・クックを対象に した実験を行

っている。彼女は1856年 に英国ケン ト州で生まれたとされているが、実際には1～2歳 年上で

あるとも言われている。17歳 のときにその霊的能力のために教職を追われ、プロの霊媒になっ

たとい う。彼女の主なパフォーマンスは霊の物質化であった。初期の交霊会でケイティー ・キ

ング(Katie　 King)と い う霊を出現させた後、腕や顔を物質化 して見せるようになり、やがて

全身が現れるようになった。彼女はこのパフォーマンスで一躍売れっ子になり、 ロン ドンの交

霊会におけるスター的存在となっていた。

　交霊会では トランス状態になった クックがキャビネットと呼ばれているカーテンで仕切られ

た空間に入 り、そこに置かれている椅子に座る。参加者は彼女が動けないように紐で椅子に縛

り付けてお く。やがて灯か りが消されると、暗闇の中に美 しい女性の姿が浮かび上がる。物質

化 したケイティー ・キングである。髪の毛はショールで覆われ、身体はゆった りとした衣服で

隠されている。彼女は観客の間を歩き回 り、会話を交わ した りする。観客の膝に座った り、手

を持たせた り、脈を取らせた りなど身体の一部を触らせることもある。最後はカーテンの中に

姿を消 して行 く。 しばらくしてキャビネットの中をのぞ くと、 クックが椅子に縛 り付けられた
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元 の ま ま の姿 で い る こ とが 確 認 され る。

　 こ の パ フ ォー マ ンス に つ い て は 早 くか ら詐 欺 で あ る と との 疑 い が 持 た れ て い た 。 ケ イ テ

ィー ・キ ン グ とは 実 は フ ロー レン ス ・ク ッ クそ の も のだ とい うのだ 。 実 際 に 同様 な物 質 化 を 売

り物 に して い る霊 媒 で トリ ッ クを 見 破 られ た も の もい た 。 ク ッ ク自身 もあ や う く難 を 逃 れ た こ

とが あ った とい う。 彼 女 は 自分 の能 力 を 証 明 して くれ る権 威 を 必 要 と して い た 。 クル ッ クスが

初 め て 彼 女 と 出会 った のは1873年 だ と言 わ れ て い る。 既 に ホ ー ムに つ い て の実 験 で 彼 の霊 媒 能

力 を 証 明 して い た クル ッ クスは 、 彼 女 に と って 格 好 の標 的 で あ った と思 わ れ る。 ホ ー ム の後 の

霊 媒 を 探 して い た クル ッ クスは 彼 女 と 出会 って そ の能 力 の検 証 実 験 を 始 め る こ とに な った 。

　 クル ッ クスが 用 い た の は ヴ ァ レー 装 置(Varley　 apparatus)と 呼 ばれ る微 小 な 電 流 を 測 定 す

るた め の一 種 の検 流 計 で あ る。 ク ッ クの身 体 に こ の装 置 を つ な ぎ、 キ ャ ビネ ッ トの中 に い る彼

女 が 動 け ば 電 流 に 変 化 が 生 じるは ず で あ る。 また 当 時 の最 先 端 技 術 で あ る写 真 術 を 利 用 して ク

ッ クと ケイ テ ィー の写 真 を 撮 影 した 。 そ の結 果 に よ り1874年 に クル ッ クスは 「ク ッ クと ケイ テ

ィーは 別 の存 在 で あ る と確 信 して い る」 と して ク ッ クを 支 持 した ので あ る。 フ ロー レン ス ・ク

ッ クは クル ッ クス のお 墨 付 きを も ら って ロン ドン の心 霊 術 界 で ス タ ー と して 活 動 を 続 け た 。 し

か しま も な くケイ テ ィーが 出現 しな くな り、 これ を 境 に クル ッ クス と ク ッ クの協 力 関 係 も終 了

す る こ と と な る。 そ の頃 ク ッ クの仲 間 で クル ッ クスが 実 験 対 象 と して い た 若 い 女 性 霊 媒 が 不 正

を 行 って い た のが 発 覚 した 。 こ う して クル ッ クス の心 霊 現 象 に 対 す る確 信 は 揺 ら ぎ、 以 後 は 心

霊 実 験 を 行 うこ とは なか った 。

　 クル ッ クスは ク ッ クの実 験 に つ い て も条 件 を つ け て い た が 、 ホ ー ム の場 合 と比 べ る とは るか

に 制 限 が 緩 や か で あ り、 不 正 行 為 が 行 わ れ た 可 能 性 は 大 きい 。 クル ッ クスは 電 気 測 定 に よ って

全 て の不 正 が 排 除 で き る と信 じて い た よ うで あ るが 、 そ の後 の研 究 で 霊 媒 た ちは い ろん な手 段

で こ の テ ス トを 回 避 で き る こ とが 可 能 で あ る こ とが 示 され て い る。 ク ッ クに 騙 され た のか 、 不

正 を 知 って い た のか 、 あ るい は クル ッ クス 自身 が 不 正 に 荷 担 して い た のか に つ い て は 議 論 が 分

か れ る と こ ろで あ る。 トレバ ー ・ホ ール は 著 書 『霊 媒 と科 学 者 』[8]で クル ッ クス と ク ッ クは

愛 人 関係 に あ った と述 べ て い る 。 こ の事 実 は 確 認 され て い な い が 、 も しそ うで あれ ば クル

ッ クスが 不 正 に 参 加 して い る こ と も考 え られ る。 クル ッ クスが ク ッ クに 好 意 を 持 って い た のは

確 か な よ うで 、 当 時 彼 ら の恋 愛 の噂 が ロン ドンに 広 ま って い た とい う。 また クル ッ クスが 撮 影

した44枚 の写 真 のほ とん どが 偶 然 の事 故 に よ り廃 棄 され て お り、 生 き残 った8枚 に つ い て も ク

ル ッ クスは 公 表 を 拒 ん で い た 。 実 験 のほ とん どは クル ッ クス の 自宅 や 実 験 室 で 行 わ れ て お り、

クル ッ クスが なん らか の形 で 不 正 に 参 加 して い た 可 能 性 は 排 除 で き ない 。 オ ッペ ン ハイ ム も 同

様 な見 解 を 示 して い る 。 しか し現 代 で も依 然 と して クル ッ クス の立 場 を 弁 護 す る者 もい る

[ll]。
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4　 原子の透視

　 物 質 の最 小 単 位 だ と考 え られ て きた 原 子 が さ らに 内部 構 造 を もつ とい う考 え は1850年 代 に 物

質 の光 学 的 性 質 の研 究 で 導 入 され て きた 。 一 方 、 同時 代 か ら盛 ん に な った 陰 極 線 の研 究 で そ の

本 性 が 荷 電 粒 子 で あ る可 能 性 が 指 摘 され て い た 。1897年 にJ.J.ト ム ソンは 陰 極 線 が 負 に 帯 電 し

た 微 小 粒 子 で あ る こ とを 実 験 で 示 し、 そ の電 荷 と質 量 の比 を 測 定 す る こ とに 成 功 して い る。 こ

う して 発 見 され た 電 子 が 原 子 の構 成 材 料 で あ る可 能 性 が 考 え られ た 。

　 中 性 の原 子 に は 負 の電 荷 を もつ 電 子 と 同 じ電 気 量 の正 の電 荷 が 存 在 して い るは ず で あ る。 原

子 の中 で 電 子 と正 電 荷 が ど の よ うに 分 布 して い るか とい う原 子 構 造 の問 題 は20世 紀 初 頭 に お け

る物 理 学 の最 も重 要 な問 題 で あ った 。J.J.ト ム ソ ンは 正 電 荷 の 球 の中 を 電 子 が 動 い て い る とい

う陽 球 モ デル を 考 え て い た 。 これ に 対 して1904年 に 長 岡 半 太 郎 は 正 電 荷 の球 の外 側 を 電 子 が 回

って い る、 い わ ゆ る土 星 型 の原 子 模 型 を 提 案 した 。

　 1908年 神 智 学 者 の ア ニ ー ・ベ ザ ン ト(Annie　 Besant)と チ ャ ール ス ・ウエ ブ ス タ ー ・レ ッ ド

ビー タ ー(Charles　 Webster　 Leadbeater)は 、 透 視 力 を 用 い て 原 子 を 霊 視 した と して 、 そ の結

果 を 『オ カ ル ト化 学 』 とい う著 書 に公 表 した[12]。 神 智 学 とは19世 紀 に ロシ ア貴 族 出 身 のヘ

レナ ・ペ トロー ヴナ ・ブ ラ ヴ ァツ キ ー(Helena　 Petrovna　 Blavatsky)夫 人(1831-1891)に

よ って 始 め られ た 霊 的 能 力 に よ って 人 間 の持 って い る宇 宙 意 識 を 認 識 しよ うとす る神 秘 的 な宗

教 思 想 で あ る。1875年 に ニ ュー ヨ ー クで 神 智 学 協 会 が 設 立 さ れ て い る。 ア ニ ー ・ベ ザ ン ト

(1847-1933)は 女 権 論 者 で 社 会 運 動 家 で あ った が 、1888年 に ブ ラ ヴ ァツキ ー と 出会 って か ら

神 智 学 協 会 の メ ンバ ー と な り、ブ ラ ヴ ァ ツキ ー の死 後 は協 会 会 長 とな って い る。また レ ッ ドビー

タ ー(1847-1934)は 英 国 国 教 会 の牧 師 補 で あ った1885年 に ブ ラ ヴ ァツキ ー と会 って 協 会 会 員

と な った 。 彼 は 霊 視 の達 人 で あ った と言 わ れ て い る。 ブ ラ ヴ ァツキ ーが 死 亡 した 後 は べ ザ ン ト

を 助 け て 協 会 の運 営 に あ た った 。 ブ ラ ヴ ァツキ ー、 ベ ザ ン ト、 レ ッ ドビー タ ーに 関 して は ワシ

ン トン の 『神 秘 主 義 へ の扉 』 に 詳 しい[13]。

　 1895年 夏 に ベ ザ ン トと レ ッ ドビー タ ーは 神 智 学 的 な方 法 を 用 い て 当 時 の物 理 学 で は 取 り扱 え

なか った 自然 現 象 に 挑 戦 しよ うと した 。 彼 らは 東 洋 の グル ーに よ って 訓 練 され た 透 視 術 の達 人

で あ り、 霊 視(astral　 vision)と い う手 法 で 原 子 の大 き く拡 大 した 像 を 得 る こ とを試 み た 。 こ

の と き彼 らは トラ ン ス状 態 に あ る ので は な く、 目が 覚 め て い て 観 察 した も のを 紙 に 描 くこ とが

可 能 で あ る。 実 際 に は 彼 らが 「見 た 」 原 子 の様 子 を 口述 す る のを 、 別 の男 が 図 に 描 い た 。

　 最 初 は 水 素 、 酸 素 、 窒 素 と原 子 量 が3で あ る第4の 気 体 に つ い て 原 子 の 内部 を 観 察 した 。 そ

の結 果 、 原 子 は よ り小 さ な構 成 要 素 か らで き て お り、 そ の 要 素 の 数 は水 素 で18、 窒 素 で261、

酸 素 で290で あ った。 第4の 気 体 に は54ケ の 要 素 が 見 え た。 彼 らは この 要 素 の こ とを 究極 物 理

的 原 子(ultimate　 physical　atom)と 呼 ん で い た が 、 後 に サ ン ス ク リ ッ ト語 で 「続 く」 とい う意
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味 の ア ヌ(ANU)と い う名 前 を 用 い て い る。 水 素 中 の ア ヌ数18を 単 位 とす る と、 窒 素 と酸 素

の ア ヌ の数 は 化 学 の教 科 書 に 示 され て い る原 子 量 とほ ぼ 等 し くな って い る。 また 水 素 原 子 中 に

は6ケ の卵 形 を した 物 体 が あ り、 回 転 ・振 動 を して い る。 これ ら6ケ の物 体 の中 に は そ れ ぞ れ

3ケ ず つ ア ヌが 入 って い る。

　 こ の結 果 は 原 子 の形 状 とそ の中 に ア ヌが 配 置 され て い る図 と共 に 神 智 学 の雑 誌 「ル シ フ ァー

(Lucifer)」 の1895年ll月 号 に 発 表 され た 。1908年 に 出 版 され た 彼 らの著 書『 オ カル ト化 学 』

は そ れ まで の研 究 成 果 を ま とめ た も ので 、59種 類 の元 素 が 追 加 され て い る。 これ ら の試 料 のい

くつ か は ウ ィ リア ム ・クル ッ クス に依 頼 して得 られ た もの で あ る。 『オ カル ト化 学 』 は そ の後

1919年 に 第 二 版 、1946年 に そ の復 刻 版 、1951年 に 第 三 版 が 出版 され 、 版 を 重 ね る ご とに 含 まれ

て い る原 子 ・分 子 の数 が 増 加 して い る。

　 こ の本 の中 で 彼 らは 種 々 な元 素 の原 子 構 造 や 分 子 の構 造 の奇 怪 な図 を 示 して お り、 そ れ ら の

原 子 量 や 化 学 的 性 質 に つ い て 述 べ て い る。 第 二 版 とそ の復 刻 版 以 降 に は ア ヌ数 で 分 類 した 元 素

の周 期 表 も含 まれ て い る。 彼 らは また 、 通 常 の科 学 で は 「まだ 発 見 され て い ない 」 新 しい 元 素

を 発 見 した と報 告 して い る。 上 で述 べ た 第4の 気 体 に 相 当 す る原 子 量3の 「オ カル タ ム(Oc-

cultum)」 は そ の一 つ で あ る。 彼 らの 原 子 量 につ い て の表 に は 、 希 ガ ス の近 くに それ に 関 連 し

た 新 元 素 「メ タ ネ オ ン(Meta-Neon)」 、 「プ ロ トア ル ゴ ン(Proto-Argon)]、 「メ タ ア ル ゴ ン

(Meta-Argon)」 な どが記 載 され て い る。 また 希 土類 元 素 の 近 くに ま った く新 しい 希 ガ スで あ

る 「カ ロン(Kalon)」 お よび 「メ タ カ ロ ン(Meta-Kalon)」 も発 見 され て い る。 そ の他 に 「マ

ス リウム(Masurium,　 Ma)」 は 現 代 の テ クネ チ ウム(Tc,1932年 に発 見)、 「イ リニ ウ ム(I1

linium,　Il)」 は プ ロメ チ ウム(Pm,1945年 に発 見)で あ ろ う。

　 後 に ノ ーベ ル 化 学 賞 を 受 賞 す る フ ラ ン シ ス ・ウ ィ リア ム ・ア ス トン(Francis　 William　 Aston)

は べ ザ ン ト-レ ッ ドビー タ ー の 『オ カル ト化 学 』 に 影 響 を 受 け た 一 人 で あ る。 ア ス トン(1877

-1945)は 英 国 バ ー ミン ガ ム の生 まれ で
、 メ ー ソン ・カ レ ッジ(後 のバ ー ミン ガ ム大 学)で 物

理 と化 学 を 勉 強 した。 醸 造 所 で化 学 者 と して業 績 を 挙 げ た 後 、 大 学 に戻 ってX線 の研 究 に 従

事 して い る。1910年 にJ.J.ト ム ソン の助 手 と な って ケ ン ブ リ ッジ大 学 のキ ャベ ン デ ィシ ュ研 究

所 に 移 り、1912年 ネ オ ンに は 二 種 類 の原 子 量 の異 な った 同位 体 が あ る こ とを 発 見 した 。 原 子 量

が20で あ る通 常 の ネ オ ンに 対 して 、 原 子 量 が22で あ る ネ オ ン の 同位 体 を ア ス トンは べ ザ ン ト-

レ ッ ドビー タ ー の 『オ カ ル ト化 学 』 を 引 用 して 「メ タネ オ ン」 と呼 ん だ 。 一 方 、彼 ら の本 に

よ る と 「メ タ ネ オ ン」 の原 子 量 は22.33で あ る。 しか しノ ー ベ ル 受 賞 講 演 や そ の後 に書 い た 教

科 書 か らは こ の用 語 は 削 られ て い る 。

　 第 一 次 世 界 大 戦 に 出征 した 後 、 キ ャベ ン デ ィ ッシ ュ研 究 所 に 戻 り、1919年 に 質 量 分 析 法 を 発

明 した 。 これ は 電 磁 気 的 相 互 作 用 を 利 用 して 原 子 ・分 子 のイ オ ンを 質 量 差 に よ って 分 析 す る方

法 で 、 原 子 質 量 の精 密 測 定 や 化 学 分 析 に 用 い られ る。 ア ス トンは こ の方 法 を 駆 使 して 多 数 の元
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素 の 同位 体 を 発 見 した 。 そ の功 績 に よ り1922年 に ノ ーベ ル 化 学 賞 を 授 与 され て い る。

　 1946年 に 出版 され たrオ カル ト化 学 』 の第 二 版 の復 刻 版 に は 、1943年1月8日 に 神 智 学 協 会

の ジ ナ ラジ ャ ダ ー シ ャ(CurupPumullage　 Jinarajadasa)が ア ス トンに 送 った 手 紙 が付 録 と し

て 添 付 され て い る 。 これ は ア ス トンが 「ネ ーチ ャー(Nature)」 誌 の1942年10月31日 号 に 発

表 した 質 量3の ヘ リウ ム の 同位 体 の発 見 に つ い て の論 文 に 関 連 して 送 られ た も ので あ る。 こ の

手 紙 で は べ ザ ン トと レ ッ ドビー タ ー の霊 視 の結 果 に つ い て 解 説 し、 ア ス トンが 発 見 した のは ヘ

リウ ム の 同位 体 で は な く、 既 に1908年 に 霊 視 に よ って 示 され て い る新 しい 元 素 で あ る と主 張 し

て い る。 ま た これ 以 外 に も新 しい 元 素 が 観 測 され て お り、 詳 しい報 告 はr　The　 Theosoｐhist

(神智 学 者)」 誌 に発 表 され て い る と述 べ て い る。 最 後 に、 も しア ス トンが これ らの資 料 に 関

心 が あ れ ば 、 ケ ン ブ リ ッジ まで 持 参 す る と書 か れ て い る。 これ に 対 す る ア ス トン の1月12日 付

け の返 事 も同 じと こ ろに 添 付 され て い るが 、 「神智 学 に は興 味 が な い の で 、 特 に コ メ ン トは な

い 」 とい うそ っけ の ない も ので あ った 。

　 1911年 に ア ー ネ ス ト ・ラザ フ ォー ド(Ernest　 Rutherford)に よ って 原 子 核 の存 在 が験 証 さ

れ 、 そ れ に 基 づ い て1912年 ニ ー ル ス ・ボ ー ア(Niels　 Bohr)が 原 子模 型 と して い わ ゆ る ボ ー ア

模 型 を 提 案 した 。 これ は 正 の電 荷 を 有 す る原 子核 の周 りを 負 電 荷 を も った 小 さ な電 子 が 回 転 し

て い る とい うも ので 、 ベ ザ ン トと レ ッ ドビー タ ーが 霊 視 に よ って 描 い た 図 とは ま った く異 な っ

て い る。 更 に1925年 の量 子 力 学 の誕 生 に よ って 原 子 内 の電 子 の位 置 は 古 典 的 な点 や 線 で は 表 せ

ない こ とが 明 らか に な った 。 こ う して ベ ザ ン トと レ ッ ドビー タ ーが 「見 た 」 とい う原 子 の図 面

は 忘 れ られ て しま った 。 しか し1980年 代 に な って これ ら の図 は 最 近 の素 粒 子 物 理 学 で の ク ォー

ク ・サ ブ ク ォー ク レベ ル で 見 た 原 子核 の構 造 と よ く似 て い る と の指 摘 もあ る よ うで あ る 。

5　 まとめ

　は じめに述べたように心霊現象を説明するのに二つの異なった立場がある。一つは心霊現象

と言われる現象は私たちの住んでいる三次元空間の外側、例えば四次元空間によるものである

と考えるものである。最初に心霊現象を四次元空間によるものと考えたのは17世 紀の英国の哲

学者ヘンリー ・ムーア(Henry　 Moore)で あった。ツェルナーはこの立場に立ってスレー ドが

結んだ紐を説明しようとした。この空間内だけで何かが起こったのではなく、四次元空間を経

由することで生 じると考えた。ツェルナーの考え方は基本的には正 しい。もしスレー ドが何の

トリックも使わず、ツェルナーが見たことが現実に起こっていたとしたらである。もっとも別

の説明も可能であろう。 したがってツェルナーはより明確に四次元空間の存在を証明しうるに

たる実験を提案 したのである。ツェルナーと彼の友人たちは優れた科学者であったが、手品師

の使 うような トリックを見破るのに十分な技術や経験を持っていたとは考えられない。彼らは
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単純に自分の目で見たことを信 じて しまったのである。

　これに対 して クル ックスは心霊現象は私たちの空間の中で働いている未知の力によって生ず

るものと考えた。 したがって精度の高い測定を行えばこれを検出できるはずである。自分の実

験の腕に自信を持っていた クル ックスはこうした力の存在は必ず証明できると確信 していたよ

うである。ホームは19世 紀で最も優れた心霊術士であ り、 クル ックスが信頼 していた友人でも

あった。一方、 クックは魅力的な若い女性であった。 クル ックスは彼らを信用 していた し、自

分の実験物理学者としての技量を過信 していたようである。こうした二つのことが合わさって、

自然科学者としての観察能力が鈍って しまったのであろう。 クル ックスは彼らの引き起こす心

霊現象が本物であると報告 した。 しか し彼のい う 「サイキ ック・フォース」は結局その存在を

証明することができず、 クックに対する信頼感も失われてきた。その結果 クル ックスは心霊現

象に関する実験を5年 間で打ち切って、その後も心霊現象に関する興味は持ち続けたが、実験

に関わることはなかった。

　原子の霊視に関 してはべザン トとレッドビーターに しか可能ではない。 したがって彼らが見

たとい うことを否定はできないが、その結果が正 しいかどうかは判定のしようがない。また彼

らはただその形を見ただけで、なぜ原子がそのような形状になるのかとい う理由については不

明である。現在では電子顕微鏡を用いれば原子を見ることができるが、その内部までは見えな

い。 しか しその後ボーア模型や量子力学の発達により、現在の物理学では原子の構造に関 して

はよく解かっているし、放射線を用いることによりその内部の状態についての情報を得ること

ができる。アス トンは始めのうちはべザン トとレッドビーターの結果を引用 していたようであ

るが、 うまく撤退 して後の論文や著書では一切触れていない。

　自然科学は自然を観測 し、理解することを 目的としている。対象とするのが自然である以上、

できるだけ人間の介在を排 して 「自然そのもの」を研究することが重要である。このときには

よく 「自然は欺かない」と言われるように、何か誤 りがあるとすれば観測する人間の方であ り、

対象となる自然ではない。 しか し心霊現象のように対象そのものが人間と深 く関わって くる場

合には、例え自然科学的方法を用いるとしても、自然科学者だけでは誤 りを犯 しやすい。自然

科学者にとっては相手が騙 した り、誤魔化 しをすることはないものと思っているし、もしそん

なことがあっても見破るのは難 しい。実際に科学者でもテレビや劇場で行われているマジック

ショーの種を簡単に見破れる人は少ないであろう。

　自然科学が進歩するにつれて、科学と超自然現象との間の境界は移動する。ある時期まで超

自然現象であったものが科学の領域に組み込まれて行 くことが生 じる。こうした境界の近 くに

は、いわゆるグレイ ゾーンにある問題が生 じて くる。これは自然科学は上に述べたように自然

現象を対象としてお り、できるだけ人間の関連を少なくするよう配慮 しているが、最終的に観

測を行って得られたデーターを解釈するのが人間である以上、人為的な要因が入ってきて しま
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うためである。こうしてある特定の人たちしか観測できないような現象が報告されることがあ

る[15,16]。 最近では常温核融合などがこれにあたる。 ラングミュアーはこのような現象を

「病める科学(pathological　science)」 と呼んでいる[17]。 しか し自然科学は自然現象を研究

する限 り健全であ り、多 くのグループが追試実験を繰 り返す うちにこうした現象は淘汰されて、

自然現象に組み込まれるものと忘れ去られるものとに分かれて行 く。

　最近マスコミで論文でのデーター捏造問題が取 り上げられることが多いが、このようなこと

は問題外である。一方、もし説明が不可能である現象が観測されたとき、こうした事実を受け

入れない態度は科学の活性化を妨げ、その発展を遅らせて しまう。私たちはその現象を十分な

注意を払って多 くの観点から研究することが必要である。 しか し私たちは意識せずに自然の与

えて くれる情報を間違った り、見落とした り、誤解 して しまうことがある。このようなミスを

犯さないためにも、19世 紀から20世紀初頭にかけての物理学者と超自然現象の関係をもう一度

振 り返ってみることは重要であろう。
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注

1)こ こでい う心理学 は現代 とは異 な った意味を持 ってお り、心理学協会 とは心霊 現象を研 究す るための

　　 組 織 で あ った 。

2)文 献4の44ペ ー ジ。

3)文 献6のp.27。

4)文 献6のp.32。

5)文 献6のp.37。

6)文 献6のp.44。

7)文 献6のp.86。

8)文 献6のp.97。

9)文 献7の75ペ ー ジ。

10)文 献4の410-488ペ ー ジ。

ll)文 献8のpp.171-173。

12)文 献4の428-429ペ ー ジ。

13)文 献14の30ペ ー ジ。

14)文 献14の34ペ ー ジ。

15)文 献12の 第 二 版 の復 刻 版(1946)、 追 補 。

16)文 献14の34ペ ー ジ。
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